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はじめに
　第一生命で実施された「第2回高校生と保護者
の進路に関する意識調査（2005）」では、看護職は、
女子の就きたい職業の2位であり、「親の意識調査
（2005）」では、子供へ望む将来の職業では、女子3
位という統計が得られている1）。その反面、日本看
護協会によると、2007年度看護師の全国平均離職
率は12．4％であり、新人看護師の1年目の離職率
は9．3％である2）。2006年の診療報酬改定で、看護
配置基準が7対1へ引き上げられたが、前年度と比
べ離職率は横ばいである。看護師は、患者の変化に
対応するため、時閻通りに仕事をすることが難しい。
また、専門的知識や、技術・判断力を必要とするため、
超過勤務や自宅での学習を行うことも多い。このこ
とから、勤務時間外業務により、私生活を制約され、
仕事と生活のバランスに障害を感じることがあるの
ではないかと考えた。
　三木らは3）、「看護師の職業性ストレスは、個人の
メンタルヘルスが悪くなるにとどまらず、患者へも
大きな影響を及ぼすため、職場でのストレス対策は
重要であると思われる」と述べている。そのため本
研究では看護師の勤務時間外に行う業務が私生活に
どのように影響しているのかを調査し、看護師が心
身の健康を保つための示唆を得たい。
1目的
1．看護師が勤務時間外に行っている業務について
　明らかにする。
2．超過勤務により個人の私生活を制約する内容に
　ついて、生活習慣・余暇・家族との時給・家事一般・
　嗜好品の視点から明らかにする。
3．超過勤務が個人の私生活の制約になることへの
　意識調査
皿研究方法
1．対象　　A人学病院
　　　　　　変則3交代勤務の病棟看護師：
　　　　　　計315名
2．研究期間　　H20．6月～H20．11月
3．質問紙
　1）フェイスシートとして、臨床経験年数、病棟、
　　　診療科、仕事と私生活のバランスについて「す
　　　ごくそう思う」～「全く思わない」の5段階
　　　から回答を得る。
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　2）勤務時間外業務についての実態調査は、過去
　　1週間の勤務形態、超過勤務時間数、自宅で
　　行った業務時間数、その内容について記入す
　　る。
　3）私生活の制約の内容について、生活習慣5項
　　目、余暇9項目、家族との時間5項目、家
　　事一般3項目、嗜好品2項目の5つの枠組
　　みで「すごくそう思う」～「全く思わない」
　　の各5段階から回答を得る。
4）超過勤務に対する意識について、否定的意識
　　3項目・中立的意識3項目・肯定的意識4項
　　目の3つの枠組みで「すごくそう思う」～「全
　　く思わない」の各5段階から回答を得る。
4．分析方法
　基本的統計量と統計的検定
m倫理的配慮
　病棟スタッフが調査対象となるが、研究で得られ
た回答は、データーとして取り扱い、個人を特定す
ることを目的としないことを文章にして十分説明し
同意を得た。また、調査に協力しなくても不利益が
生じないことも加えて説明した。
IV結果
　1．配布数315名中、回答数274名、有効回答率
　86．9％であった。属性は、経験低群1～4年目
　　115名、経験：中興5～8年目96名、経験高群
　9年目以上62名であった（図1）。科別の分布は
　外科系が多かった（図2）。
2．仕事と私生活のバランスがとれているかについ
　て、5段階の回答結果を「すごくそう思う」が高
　い得点になるように5～1点をつけると、その
　平均点は2．99であり、全体的にどちらでもない
　　と思っている。
3．勤務時間外に行っている業務については、274
　名うち230名が超過勤務時弊数を記入していた
　（84　0／o　）o
　　一週間の超過勤務時間数は平均198分で、最高
　が840分行っていた。経験語群が一番多かった
　（表1）。
　　時間外の業務内容についての回答を類似するも
　のに分類し、記録、課題、業務、自己学習、指
　導の5つのカテゴリーに分けた（表2）。
　　各カテゴリー別の業務内容の数を図3に示す。
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　各群とも記録に要する時間が多かった。
　各カテゴリー別に経験群における業務内容の数
　に違いがあるかX2検定を行った。その結果、「記
　録」は、経験中押が多かった（p〈0．05）。「課
　題」は、経験低群が多く、経験中群が少なかっ
　た（p〈0．05）。「業務」で、経験低群が多く、
　経験中村が少なかった（p＜0．05）。「自己学習」
　は、経験低群が多かった（p〈0．05）。「指導」は、
経験高群が多く中群が少なかった（p〈0．05）。
4．超過勤務により個人の私生活を制約する内容に
ついては、「すごくそう思う」が高い得点になる
　ように5段階で点数を付け、各枠組み（生活習
慣、余暇、家族、家事一般、嗜好品）にあたる項
　目の得点を加算し、項目数で割った平均点を各
枠組みの得点とした（表3）。その結果、「家事一
般」の制約を強く感じ、「嗜好品」はあまり制約
　されていないことがわかった。各制約内容の枠
組み毎に各経験年数群で違いがあるかを検討し
た。その結果、「生活習慣」はどの群も「どちら
でもない」であった。「余暇」、「家事一般」は、
分散分析の結果、経験低群は他の群に比べて制
約されていると感じていた。「嗜好品」について
　は、分散分析の結果、経験高群は制約されてい
　ないということがわかった。
5．超過勤務が私生活の制約になることへの意識、
肯定的・中立的・肯定的意識について各枠組み
に含まれる項目の回答結果を「すごくそう思う」
が高い得点になるように5～1点をつけ、加算
　し各枠組みに含まれる項目数で割って枠組みの
得点とした（図4）。
　超過勤務の私生活の制約について「充実し楽し
い」「やりがいを感じる」などの肯定的な意識は
低かった。「健康を害さなければ気にならない」
「社会人であれば誰しも制約を受ける」などの中
立的な意識や、「看護師をやめたい」などの否定
的な意識は、「どちらでもない」であった。経験
叩上・群群・高群に有意差はみられなかった。
V考察
　1．一群とも、時間外業務を行っていることが明
　らかになった。産業16分野の女性4700人対象
　の調査では、月間残業時間は看護職では10時間
　以下が56％を占め、31時間以上は4％と少な
　いものの職場ストレスとして仕事量が多すぎる
　（35．8％）責任範囲が大きい（38．5％）など、他の
　職種より高い割合を示していた、と先行研究4）
　で報告されている。
　　本研究でも、仕事量や役割が増えることでの
　責任の大きさが明らかになり、経験年数別の結
　果により、一週間の時間外業務総時間数は経験
　低群が一番多く、内容を見ても課題や自己学習
　の割合が高い。知識や技術を習得し吸収するた
　めには時間を要し、自己向上する努力をしてい
　ると推測する。
　　経験低群・高群は指導、後輩フォローに費や
　す時間数が多かった。経験低群はプリセプター
　の役割を担う。また経験年数が上がるとともに
役割が増え、全体の業務フォローを行っている
　と思われる。さらに指導的役割を求められる立
場になることから、自らの看護スキルを高める
ため、私的時間を院外研修やセミナーなどに費
やしているのではないかと考える。経験中群は
　他群に比べ、時間外業務数が少ない傾向がみら
れた。新たな技術・知識を習得することの多い
経験低群と比べて、経験中開の自己学習は自主
性が大きいと考える。
2．先行研究では、生活の満足には豊かさの質と
　してのゆとりが求められ、実感できるバロメー
　ターは文化的ゆとり・空間的ゆとり・時間的ゆ
　とりであり、中でもわが国に最も必要なのは時
間的ゆとりであるといわれると報告されている
4）。余暇、家事一般について経験低回に制約され
　ているという回答が多かったのは、時間外業務、
課題や学習により私生活にまで目を向ける時間
がなく、また心理的余裕が持てないのではない
　か。
　　A大学病院では、10月1日現在看護師総数
910名、既婚者の割合は17，3％と少ない。今回
　の調査対象者は未婚者が多いと推察でき、家族
　との時間について有意差がみられなかったのは、
　このためであると考える。
　　「嗜好品」については、経験年数が上がるほど
時問外業務を行っても制約されずに時間の確保
ができているということが本研究の特徴であっ
　たと考える。
3．時間外業務が私生活を制約することに対する意
識は、個人の考え方や生き方に左右される。時
　間外業務が、私生活を制約するという意識に経
験年数の差はないが、その人がおかれた環境（所
属・役割・アンケート調査期間など）によっても
変化し、またその日の情緒によっても変化する
　ものであると推測する。
VI結論
　1．全体の一週間の超過勤務時間数は平均198分で、
　最高840分行っていた。
2．時間外の業務内容は、記録、課題、業務、自己
　学習、指導であった。
3．経験低群の私生活への影響が多い。及んでいる
　業務内容・時間に目を向け、経験中・高群がフォ
　ローしていく必要があると言える。
　4．私生活を制約することに対しての肯定的意識は
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低い。
皿研究の限界
　ある個人にとって制約になるものが他の個人には
制約にならないことや、同一個人が同じ制約を受け
ても、ライフスタイルバランスへの影響になる場合
とならない場合がある。また、独自のアンケートで
あり、一病院での限られた統計であるため、当研究
には限界がある。
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図4　私生活制約に対する意識　n＝274
表1　1週間の時間外業務数
総超過勤務
@（分）
最高
i分）
平均
i分）
経験低群（n＝98） 22860 840 233
経験中群（n＝80） 15035 510 187
経験高群（n＝52） 9050 630 174
表3　私生活を制約する各枠組みの平均得点
生活習慣 余暇 家族 家事一般 嗜好品
得点 3．0 34 3．0 3．8 2．5
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表2 〈時間外に行った業務〉
カテゴリ 経　低群 経験中群 経験高群 全体
記録 18記録 14記録 8
記録 計画 2サマリー 11サマリー 7
サマリー 10計画 5
小計 計30 計30 計15計75課題 13看護研究 3研修課題 4
研修課題 1レポート 擁 課題 6
レポート 9課題 5
課題 看護研究 4
勉強会 3
インシデント
レポート 1
小計 計32 計9 計10計51患者指導 パンフレット作成 3カンファレンス 1
パンフレット 4業務 6新人フオロー 1
業務 7雑務 1レポート作成 5
資料作成 5手術オリエン パンフレット作成 2
アナムネ 2 テーション 2管理業務 1
カンファレンス 2新人手伝い 1資料整理 1
業務 後輩手伝い －1 手術準備 1資料作成 2
係 1処置介助 1急変 1
資料作成 3手術オリエン
係 5 テーション 1
会議 1
業務 1
PNSの決定 1
係 1
委員会 2
処置介助 1
小計 計18 計23 計2計63勉強 著3検査、治療予習 1学習 1
自己学習 振り返り 2振り返り 1振り返り 1
勉強 1
小計 計15 計　3 計2計20患者指導 5患者指導 3課題チェック 1
後輩指導 5新人指導 1後輩指導 4
指導 レポートチエツ 3 サマリーチェック 4
実習生資料添肖1 2
勉強会準備 4
小計 計13 計　4 計15計32総計 計108 計69 計64計241
